
美
學
の
基
礎
に
就
て
の
考
察

（
承
前
〉

深
　
田
　
康
　
算
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關
幽

　
油
鼠
が
如
何
な
る
學
的
特
性
を
有
す
る
か
の
問
題
に
答
へ
る
爲
め
に
、
前
節
陳
ぶ
る
所
の
如
く
、

反
癒
學
と
純
粋
記
蓮
學
と
の
二
分
法
の
上
に
立
っ
て
、
美
學
は
果
し
て
此
叢
れ
に
属
す
る
か
を
考
・

へ
て
見
る
な
ら
ば
、
美
學
が
少
く
と
も
反
鷹
學
に
は
属
し
な
い
と
云
ふ
事
丈
け
は
直
ち
に
明
か
に
，

な
る
で
あ
ら
う
。
　
ハ
取
マ
ン
に
依
れ
ば
、
反
警
急
即
ち
経
験
的
科
學
ど
は
、
物
心
二
界
若
し
く
は
主

客
爾
観
の
形
に
置
か
れ
力
群
雲
曲
芸
験
を
可
能
な
ら
し
め
る
所
の
原
理
（
概
念
）
を
與
へ
る
竜
の
で

あ
っ
て
、
同
時
に
現
益
的
経
駿
の
組
み
立
て
ら
れ
π
る
二
二
（
即
ち
意
味
の
領
域
）
に
外
な
ら
な
い
。

さ
5
云
ふ
盤
系
と
し
て
、
ハ
π
マ
ン
は
、
物
理
學
、
倫
理
學
、
法
律
學
、
書
學
及
び
心
理
學
娼
ξ
。
。
照
り
騨
馨
ぎ

q
q
ρ
鍔
①
象
温
P
団
輪
講
9
0
α
Q
δ
を
反
鷹
學
と
し
て
数
へ
て
居
る
。
而
し
て
美
學
上
の
諸
概
念
の
構
成
が
、

是
等
の
経
験
的
諸
彦
學
に
於
け
る
概
念
構
成
と
同
様
で
な
い
乙
と
、
從
っ
て
美
若
し
く
は
美
醜
と

呼
ば
る
＼
性
質
が
、
是
等
の
科
學
の
構
成
し
力
概
念
に
誓
い
て
、
央
等
の
領
域
に
厩
す
る
輕
瞼
か
ら
、

　
　
　
　
離
ハ
怨
撃
の
基
礎
に
勲
伽
き
て
の
考
斌
耶
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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哲
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第
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

規
定
せ
「
ら
れ
得
綴
竜
の
な
る
乙
と
を
、
次
の
様
に
論
撫
し
て
居
る
。

　
先
づ
第
一
に
は
、
健
康
と
疾
病
、
遁
徳
と
不
道
徳
、
實
在
と
非
實
在
な
ど
の
概
念
、
及
び
其
他
是
等
と

同
じ
系
列
に
含
ま
る
、
色
々
の
概
念
（
例
へ
ば
功
利
、
類
型
、
理
想
、
非
實
在
的
二
言
の
如
き
）
に
依
っ
て
、

美
的
性
質
を
摘
出
規
定
し
得
べ
し
と
は
、
今
日
何
人
二
号
へ
な
い
で
あ
ら
5
か
ら
し
て
、
之
に
就
て

は
最
早
多
く
を
辮
明
す
る
程
の
必
要
竜
な
い
で
あ
ら
う
。
弐
ぎ
に
、
所
謂
客
槻
的
筆
写
に
就
で
云

へ
ば
、
吾
々
が
李
常
（
邸
ち
軍
な
る
自
然
記
述
時
衆
霞
ぴ
霧
。
ぽ
飢
芽
囮
ご
α
Q
若
し
く
は
、
現
實
的
経
験
の
素
朴
な

る
記
述
に
於
て
）
物
の
性
質
と
し
て
歎
へ
暴
げ
る
諸
厩
性
は
一
只
中
美
的
性
質
に
親
密
な
る
罫

描
を
有
す
る
如
く
考
へ
ら
れ
て
る
る
所
の
所
謂
外
部
的
磁
性
、
例
へ
ば
大
き
と
か
油
気
と
か
關
係

と
か
色
彩
と
か
で
さ
へ
竜
、
さ
う
で
あ
る
が
i
普
遽
は
や
は
ウ
、
云
ふ
泡
竜
な
く
、
外
物
の
厩
性
帥

ち
物
の
有
す
る
性
質
と
見
倣
さ
れ
て
居
る
。
物
に
罪
す
る
性
質
で
あ
る
故
に
、
而
し
て
物
に
厩
す

る
性
質
と
見
ら
れ
て
居
る
限
か
、
是
等
の
属
性
は
、
躍
然
概
念
的
若
し
く
は
歎
學
二
言
然
科
學
的
記

述
の
領
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
叉
野
中
に
組
み
立
て
ら
れ
得
る
。
斯
く
概
念
的
若
し
く
は
自
然
科

學
的
に
組
み
立
て
得
ら
る
＼
語
う
に
於
て
は
、
物
の
性
質
は
（
其
所
謂
外
部
的
厩
性
で
さ
へ
も
）
美
的

性
質
と
は
全
く
何
等
の
關
係
竜
無
い
竜
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
．
な
ら
ば
、
美
的
性

質
に
密
接
な
關
係
を
有
す
る
と
考
へ
ち
れ
て
居
る
外
部
的
鵬
性
で
き
へ
も
、
下
れ
を
幕
無
科
學
的
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規
定
と
見
も
な
ら
ば
、
夫
自
ら
決
し
て
美
的
意
味
を
持
っ
て
居
る
の
で
は
無
い
。
例
へ
ば
黄
金
密

婦
と
か
四
輪
形
と
か
圓
な
ど
の
有
す
る
比
例
は
、
比
例
其
も
の
に
何
等
美
的
意
味
が
あ
る
の
で
は

な
く
し
て
自
然
科
學
的
（
愚
身
的
）
に
は
同
じ
一
つ
の
比
例
で
あ
っ
て
唱
、
無
品
合
に
は
美
．
深
意
昧
を

訣
き
．
或
揚
合
に
は
美
的
意
味
が
生
ず
る
。
　
夫
が
美
的
意
味
を
持
つ
や
う
に
な
る
の
は
、
其
比
例
が

直
接
に
鳳
畳
的
に
捕
提
せ
ら
る
、
話
合
に
の
み
限
る
の
で
あ
る
。
夫
れ
で
あ
る
か
ら
し
て
、
或
一

り
の
四
雲
形
が
美
的
だ
と
認
め
ら
れ
る
時
、
吾
々
が
美
的
と
認
め
る
所
の
竜
の
は
、
罪
し
も
其
四
半

形
の
實
際
の
形
、
若
し
く
は
測
定
せ
ら
れ
得
る
比
例
其
竜
の
を
指
す
の
で
は
な
く
し
て
、
威
畳
的
に

捕
捉
き
れ
π
共
四
聖
形
の
姿
、
云
は
ば
實
際
在
る
庭
の
四
書
形
で
は
な
く
し
て
、
軍
に
吾
々
の
眼
に

映
じ
π
四
遽
形
の
影
を
指
し
て
美
的
だ
と
認
あ
る
の
で
あ
る
。
著
れ
で
あ
る
か
ら
し
て
又
、
見
ら

れ
た
る
四
遊
形
が
美
的
だ
と
認
め
ら
れ
た
時
は
、
假
令
實
際
に
於
て
共
形
は
四
遽
形
で
な
い
こ
と

が
明
か
に
な
つ
控
と
し
て
も
、
或
は
叉
其
比
例
が
吾
々
の
眼
に
さ
う
見
え
だ
比
例
と
事
實
上
異
っ

て
み
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
π
と
し
て
竜
、
ー
ー
極
言
す
れ
ば
、
彼
四
邊
形
が
軍
に
吾
々
の
幻
畳
に

過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
竜
一
其
美
的
意
味
は
少
し
笠
雲
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
上
境
の
如
く
で
あ
る
か
ら
し
て
、
馨
野
上
、
倫
理
學
上
、
法
律
運
上
及
び
物
・
理
説
上
の
諸
概
念
に
依

っ
て
、
美
的
性
質
を
規
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
二
物
の
客
観
的
急
性
に
依
っ
て
之
れ
を
論
朋

　
　
　
　
醸
ハ
澱
騨
の
【
塞
敵
礎
に
繭
就
て
の
考
察
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　

一
〇
三
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哲
學
研
究
　
第
十
二
齢
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ル

、
す
る
乙
と
竜
出
來
な
い
。
つ
ま
う
、
美
的
な
る
竜
の
＼
特
性
は
、
吾
々
に
知
ら
れ
て
居
る
総
て
の
劉

タ
イ
ル
ス
カ
テ
ゴ
り
じ
エ
ソ

断
の
種
類
の
中
に
は
見
毘
す
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
捻
れ
を
特

種
の
心
理
的
結
果
と
見
る
こ
と
が
出
認
る
で
あ
ら
う
か
。
美
的
性
質
と
は
客
観
的
な
る
物
の
有

す
る
厩
性
で
は
な
く
し
て
、
物
が
吾
々
の
心
に
及
ぼ
し
た
主
観
的
印
象
で
あ
る
と
見
て
、
例
へ
ば
吾

々
の
威
情
の
上
に
印
せ
ち
れ
控
↓
種
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
規
．
定
す
る
之
と
が
幽
來
る
で
あ
ら

う
か
。
美
的
だ
と
云
ふ
≧
と
は
兎
に
角
一
種
の
満
足
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
而
し
て
満
足
不
満

足
と
云
ふ
詞
に
は
、
夫
れ
が
斯
か
る
威
情
的
印
象
に
外
な
ら
ぬ
と
云
ぶ
事
を
含
ん
で
居
る
や
う
に

竜
見
乏
る
。
例
へ
ば
、
無
生
物
に
せ
よ
、
生
物
に
せ
よ
、
健
康
膿
に
せ
よ
、
病
人
に
せ
よ
、
滋
徳
的
行
爲
に

せ
よ
、
叉
は
輩
な
る
身
膣
的
動
作
に
せ
よ
、
夫
れ
等
の
物
、
若
し
く
は
客
観
的
意
昧
を
有
す
る
内
容

は
客
槻
的
に
は
同
一
で
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
夫
等
が
吾
々
の
心
に
及
ぼ
す
結
果
若
し
く
は
印
象
若

し
く
は
影
響
は
色
々
で
あ
ウ
得
る
。
或
は
或
行
爲
に
向
は
う
と
す
る
意
志
を
刺
戟
す
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

あ
ら
う
。
或
は
概
念
的
認
識
に
向
は
し
め
る
と
云
ふ
結
果
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
ら
う
。
而
し
て

或
は
叉
軍
に
吾
々
の
酒
気
の
上
に
働
く
に
止
ま
る
と
い
ふ
事
竜
あ
ら
う
。
夫
等
の
印
象
若
し
く

は
影
響
の
申
、
吾
々
の
盗
聞
の
上
に
働
い
て
趨
つ
カ
所
の
結
果
、
之
れ
が
帥
ち
美
的
な
る
も
の
、
特

性
で
あ
る
と
見
て
、
美
的
性
質
を
此
意
味
で
純
粋
主
観
的
な
印
象
で
あ
る
と
主
張
す
る
學
者
込
少
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く
は
な
い
。
尤
も
斯
く
主
観
的
な
威
情
の
上
の
印
象
で
あ
る
と
見
る
滑
々
の
申
に
竜
、
其
威
情
を

實
際
的
へ
王
室
的
蔵
情
と
見
倣
す
も
の
竜
あ
血
、
又
廃
れ
を
模
倣
的
空
情
、
内
部
的
模
倣
、
若
し
く
は
威

情
移
入
で
あ
る
と
見
倣
す
も
の
も
あ
る
。
叉
是
等
の
心
情
が
夫
々
の
揚
合
に
夫
々
種
々
な
姿
を

呈
す
る
こ
と
、
夫
々
異
な
う
興
る
封
象
に
随
っ
て
夫
々
異
な
う
π
る
滅
情
の
現
は
る
＼
乙
と
、
乃
至

個
性
の
差
異
に
発
っ
て
各
人
の
威
内
的
印
象
の
同
じ
く
な
い
こ
と
早
書
研
究
せ
ら
れ
得
る
’
で
あ

ら
う
。
然
し
な
が
ら
是
等
の
見
解
や
研
究
に
封
し
て
指
摘
さ
る
べ
き
根
本
の
難
黙
は
、
夫
等
の
考

察
に
依
っ
て
は
、
畢
覧
其
威
情
と
云
は
る
＼
竜
の
＼
零
露
に
特
に
美
的
な
る
特
性
が
あ
る
か
を
規

定
し
得
澱
の
で
は
な
い
か
と
云
ふ
鮎
、
換
言
す
れ
ば
、
學
と
し
て
の
美
學
は
果
し
て
何
を
意
味
す
る

や
を
決
定
，
し
得
諏
で
は
な
い
か
と
云
ふ
織
に
存
す
る
。
．
何
故
な
ら
ば
、
美
的
と
は
邸
ち
主
観
的
威

情
（
満
足
不
満
足
）
で
あ
る
、
心
理
的
印
象
で
あ
る
と
云
ひ
得
π
所
で
、
例
へ
ば
滋
徳
的
行
爲
も
亦
吾
々

の
威
情
の
上
に
浦
足
不
満
足
と
云
ふ
印
象
を
典
へ
得
る
。
而
し
て
夫
れ
に
依
っ
て
道
徳
的
行
爲

は
決
し
て
美
的
意
味
を
有
し
來
る
と
は
云
へ
な
い
。
箆
際
の
満
足
不
満
足
と
云
ふ
鳳
惜
の
上
の

印
象
は
、
や
は
、
ウ
何
庭
ま
で
竜
道
徳
的
威
情
π
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
　
叉
戚
情
移
入
論
の
立
揚

に
蕊
て
云
ふ
な
ら
ば
、
勿
論
吾
々
は
或
行
爲
に
威
情
を
移
入
し
て
、
共
に
悦
び
或
は
共
に
苦
し
み
得

る
故
に
．
威
情
移
入
と
云
ふ
事
は
確
か
に
事
實
で
あ
る
と
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な

　
　
　
　
翼
慰
Ψ
の
塞
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



362

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
蟹
＋
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

が
ら
所
命
移
入
は
其
儘
美
的
な
ウ
と
は
云
ふ
ε
は
出
家
な
い
で
あ
ら
う
。
斎
食
移
入
の
申
に
美

的
な
る
も
の
と
美
的
な
ら
ざ
る
鮮
血
移
入
と
を
湿
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
ど
は
、
已
に
移
入
論
者

竜
認
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
顧
程
に
．
明
瞭
で
は
な
い
か
。
威
情
移
入
が
其
焼
直
ち
美
的
な
る
竜
の

㌧
本
質
だ
と
は
云
へ
な
い
。

　
上
述
の
如
く
な
れ
ば
、
美
的
な
る
竜
の
＼
本
質
は
何
ぞ
と
云
ふ
問
題
は
、
一
方
に
於
て
は
客
観
的

聾
象
か
ら
、
他
方
に
於
て
は
主
観
的
印
象
か
ら
、
此
面
れ
の
方
面
か
ら
も
解
決
す
る
こ
と
は
出
露
な

い
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
之
に
於
て
吾
々
は
所
謂
経
験
的
科
學
即
ち
反
響
學
に
依
ウ
て
は
、
美
的

性
質
は
規
定
せ
ら
れ
得
楓
と
云
ふ
結
論
に
到
蕎
す
る
の
で
あ
る
。

〔
附
〕
　
歎
声
マ
ン
の
議
論
を
此
所
ま
で
辿
っ
て
來
だ
者
の
心
に
俘
ぶ
で
あ
ら
う
所
の
多
く
の
疑

　
問
の
申
、
後
段
の
叙
述
に
依
ム
て
醤
ら
解
決
せ
ら
る
㌦
部
分
（
例
へ
ば
美
的
な
る
も
の
は
果
し

　
て
威
畳
的
に
捕
捉
ぜ
ら
れ
π
る
も
の
と
云
び
得
べ
き
か
、
叉
所
謂
客
姦
曲
薦
性
と
威
畳
的
印

　
象
と
の
關
係
は
如
何
と
云
ふ
如
き
）
に
焼
て
は
勿
論
今
部
所
で
論
じ
て
置
く
必
要
は
な
い
。

　
反
慮
學
と
純
粋
記
述
學
と
の
二
分
法
に
就
て
の
震
旦
田
畠
ら
く
論
れ
を
措
く
。
唯
之
れ
に

　
心
し
て
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
此
二
分
法
の
問
題
は
學
術
に
就
て
の
根
本
的
堂
廊
で
あ
る
之
と
、
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及
び
ハ
君
マ
ン
の
論
述
の
上
品
け
に
就
て
見
れ
ば
、
學
問
の
分
類
の
問
題
に
關
し
て
、
爾
麗
多

　
の
考
ふ
べ
き
織
が
開
け
放
さ
れ
て
居
る
≧
と
を
注
意
す
る
に
止
あ
る
。
直
接
．
に
上
遽
の
ハ

　
レ
マ
ン
の
議
論
に
關
係
あ
る
而
し
て
此
所
で
特
に
附
漏
し
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
臓
と
思
は

　
る
＼
は
、
心
理
的
美
學
に
關
す
る
二
つ
の
事
柄
帥
ち
一
は
二
面
は
三
塁
學
な
ウ
や
の
問
題
、
二

」
は
二
部
移
入
説
の
問
題
に
棄
て
で
あ
る
。
　
一
方
に
於
て
、
美
が
心
理
學
的
に
は
規
定
せ
ら
れ

　
得
ぬ
と
云
ふ
ハ
置
マ
ン
の
議
論
に
賛
同
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
、
威
情
移
入
詮
の
所
説
を

　
是
認
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
吾
々
は
、
此
所
で
（
ハ
～
マ
ン
の
論
述
の
紹
介
を
進
あ
る

　
前
に
）
此
二
つ
の
織
に
就
て
少
し
く
附
記
す
る
の
必
要
を
威
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
美
的
性
質
の
規
定
が
心
理
學
に
言
う
て
は
典
へ
得
ら
れ
繊
と
云
ふ
主
張
の
眞
意
は
、
心
理
學

（　
の
學
的
性
質
が
今
日
術
曖
昧
で
あ
る
黒
め
に
、
愚
者
の
問
に
誤
解
を
惹
起
し
易
く
、
穿
っ
て
屡

　
議
論
の
焼
筆
と
な
っ
て
居
る
。
例
へ
ば
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
美
學
は
心
理
學
で
あ
る
と
云
ふ
主

　
張
の
如
き
、
へ
『
美
學
膿
系
』
第
叫
岱
三
一
，
噌
七
頁
、
『
悲
幾
美
濃
』
嚇
－
九
頁
）
モ
イ
マ
ン
の
心
理
學

　
的
美
學
の
限
界
の
論
の
如
き
、
（
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
イ
ソ
ッ
エ
七
十
歳
親
賀
論
文
集
一
四
六
一
一
八

　
二
頁
『
心
理
學
的
美
學
の
限
界
』
…
此
論
丈
の
梗
概
は
、
上
野
學
士
に
依
り
て
、
哲
理
雑
誌
大
正
二

　
年
十
一
月
號
に
紹
介
せ
ら
れ
て
居
る
）
就
れ
竜
心
理
學
の
學
的
性
質
に
就
て
の
見
解
に
曖
昧

　
　
　
葵
學
の
基
礎
に
就
て
三
三
～
　
　
ヌ
　
　
　
　
　
　
．
一
、
〇
七
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哲
　
墨
　
　
研
　
究
　
　
麓
「
十
二
羅
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
囲
O
八

　
と
矛
盾
と
が
あ
る
爲
め
に
、
奇
妙
な
る
結
論
に
隔
っ
た
竜
の
と
評
す
べ
き
で
あ
る
。

潟
フ
ォ
兜
ケ
ア
塾
は
、
一
方
に
於
て
は
、
超
主
簿
的
（
客
観
的
）
な
る
竜
の
か
ら
匠
別
せ
ら
れ
カ
る
主
恥

（　
概
的
（
意
識
的
）
な
る
竜
の
を
心
理
學
の
研
究
醤
象
と
見
、
客
観
的
属
性
に
依
っ
て
論
明
せ
ら
れ

　
漁
所
の
美
は
、
主
監
的
（
意
識
的
）
器
性
に
依
っ
て
始
め
て
説
明
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
故
に
、
美
學

　
は
心
理
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
濃
と
考
へ
て
居
る
。
而
し
て
他
方
に
於
て
は
、
意
識
現
象
に
甥

　
象
的
（
客
観
的
）
方
面
と
過
程
堕
主
観
的
労
面
と
を
認
め
て
此
意
昧
に
点
て
の
客
畳
的
属
性
は

　
主
観
的
厩
性
と
典
に
雨
な
が
ら
心
理
學
的
蛮
野
に
包
容
せ
ら
れ
て
る
る
と
見
て
居
る
。
期

　
く
し
て
哺
方
に
於
て
は
、
意
識
現
象
を
客
観
的
現
象
（
若
し
く
は
超
糖
価
的
實
在
）
か
ら
匿
別
す

　
る
こ
と
に
依
っ
て
、
心
理
學
の
領
分
を
確
立
し
得
る
、
從
っ
て
客
槻
的
美
學
（
二
野
科
學
帥
美
學

　
及
び
形
而
上
學
的
前
触
）
に
反
干
し
て
心
理
軍
畑
美
學
の
主
張
を
打
ち
立
て
得
る
と
考
へ
て

　
居
づ
、
他
方
に
於
て
は
、
意
識
現
象
に
封
象
と
過
程
と
の
野
面
を
認
む
る
こ
と
に
依
っ
て
、
心
理

　
學
を
軍
な
る
意
識
過
程
の
研
究
と
す
る
見
解
を
駁
し
、
而
し
て
心
理
過
程
の
研
究
に
過
ぎ
ざ

　
る
所
謂
心
理
學
的
美
學
の
難
織
か
ら
斯
く
し
て
馨
れ
得
る
と
考
へ
て
居
る
め
で
あ
刷
る
。

　
美
の
研
究
は
、
ポ
｝
ン
・
ゴ
亘
チ
エ
｝
の
云
っ
て
罵
…
る
灘
伸
に
．
白
H
然
的
㎝
筆
軸
概
・
主
義
者
及
び
超
絶
的
・

　
客
観
主
義
者
○
ヨ
8
ぴ
矧
賦
馨
塁
膨
藍
田
葭
ぴ
一
蓉
。
μ
。
ど
①
o
葺
馨
譲
酔
罵
謬
需
窪
粂
毒
9
羨
の
立
揚
か
ら
し
て
試
み
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ら
れ
て
居
る
問
は
成
功
の
望
が
な
い
。
何
う
し
て
も
或
意
味
に
於
け
．
。
主
観
主
義
に
依
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
夫
れ
と
同
時
に
モ
ィ
マ
ン
が
（
此
織
丈
け
に
断
て
は
正
當
に
）
指

摘
し
て
居
る
様
に
、
注
意
や
観
念
聯
合
や
鳳
情
の
過
程
の
所
謂
心
理
學
的
研
究
が
、
美
的
特
性

を
規
定
す
る
原
理
を
典
へ
得
澱
こ
と
も
明
瞭
で
あ
る
。
フ
ォ
ル
ケ
川
ト
が
．
主
張
す
る
美
學

即
心
理
學
の
議
論
は
、
恰
竜
モ
ィ
マ
ン
が
指
摘
す
る
心
理
學
的
美
星
の
縞
織
を
避
け
て
、
而
か

も
ゴ
貰
チ
エ
奮
が
云
ふ
所
の
主
親
圭
算
の
正
當
な
る
立
揚
に
在
る
も
の
と
も
見
免
る
の
で

あ
る
・
然
し
な
が
ら
、
吾
々
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
一
方
に
於
1
・
客
観
的
な
る
竜
の
か
ら
意
識

的
な
る
竜
の
を
蔵
購
、
し
、
他
方
に
於
て
、
客
観
的
改
る
も
の
を
意
識
的
な
る
も
の
㌦
申
に
包
．
容

せ
し
あ
る
所
の
フ
ォ
ル
ケ
μ
ト
め
此
見
解
は
、
こ
の
爾
様
の
議
論
が
福
々
に
提
供
せ
ら
れ
て

居
る
問
（
而
し
て
唯
尋
問
丈
け
、
、
一
型
正
聖
な
る
か
の
如
き
概
を
呈
す
る
に
止
ま
る
。
何
故
な

ら
ば
、
若
し
客
観
的
孜
る
も
の
か
ら
旺
別
せ
ら
れ
π
主
観
的
意
識
現
象
を
取
扱
ふ
の
が
心
理

學
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
は
了
然
心
理
過
程
の
研
究
に
限
ら
る
＼
込
の
と
な
っ
て
、
封
象
及
び
懸

・
程
㊨
爾
面
（
徳
井
的
並
に
、
主
学
的
方
面
）
を
包
容
す
る
竜
の
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
若
し

窪
た
意
識
の
封
象
と
過
程
と
の
爾
面
を
包
容
す
る
研
究
を
指
し
て
、
心
理
劇
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、

さ
う
云
ふ
心
理
學
は
客
概
的
神
性
か
ら
隔
甥
せ
ら
れ
力
圭
概
的
望
事
の
み
を
引
き
抜
く
べ

　
　
美
墨
の
塞
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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薪
目
病
　
研
究
　
　
葉
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

き
正
當
の
理
由
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
、
客
槻
蘭
現
象
に
封
し
て
主
槻
的
（
意
識
的
）
現
象
を
切
ウ

離
す
こ
と
は
二
黒
な
い
筈
で
あ
る
。
前
者
の
如
く
見
ら
れ
た
心
理
學
は
、
猫
ウ
自
然
學
か
ら

群
雲
別
せ
ら
れ
る
の
み
で
な
く
、
総
て
の
意
識
の
翼
象
に
撃
て
の
學
か
ら
竜
匿
溺
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
澱
。
後
者
の
意
味
に
解
せ
ら
れ
力
心
理
學
は
、
総
て
の
意
識
の
濁
象
に
就
て
の
學

を
包
容
す
べ
き
の
み
で
な
く
、
二
二
學
を
灰
落
申
に
包
容
す
べ
き
で
あ
る
。
膚
然
學
と
心
理

學
と
の
封
立
を
認
め
な
が
ら
而
か
も
其
の
外
に
（
若
し
く
は
其
申
間
に
）
心
理
遇
程
の
み
の
研

究
に
限
ら
な
い
所
の
、
客
親
子
甥
象
的
方
面
を
も
包
容
す
る
意
識
の
學
が
あ
ゆ
得
る
と
考
へ
、

而
し
て
惚
れ
を
心
理
學
と
呼
ん
で
差
支
な
い
と
考
へ
る
の
は
、
畢
覧
肖
然
を
以
て
、
一
面
意
識

を
超
絶
せ
る
竜
の
と
見
る
と
同
隠
に
、
｝
無
意
識
に
與
へ
ら
る
＼
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。

何
故
な
ら
ば
、
意
識
を
超
絶
せ
る
込
の
と
し
て
六
二
を
心
理
學
か
ら
排
除
す
る
と
共
に
、
意
識

に
與
へ
ら
れ
禿
る
竜
の
と
し
て
去
れ
を
心
理
學
の
中
に
取
ム
入
れ
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
超
意
識
的
な
る
露
量
な
る
竜
の
が
脛
験
せ
ら
れ
ず
又
認
識
せ
ら
れ
得
ざ
る
こ
と
を
徹

底
的
に
考
へ
得
た
者
に
取
っ
て
は
、
心
理
か
ら
超
越
す
る
（
若
し
く
は
麗
肥
せ
ら
る
㌧
）
所
の
嵐

然
を
認
め
る
こ
と
は
趨
來
て
竜
、
意
識
か
ら
超
越
す
る
所
の
自
然
は
之
れ
を
認
あ
る
こ
と
が

撮
來
な
い
。
此
意
味
に
於
て
は
、
意
識
の
學
は
肖
然
の
學
と
野
立
す
べ
き
酒
利
を
持
た
な
い
、
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若
し
く
は
野
立
す
べ
く
謙
遜
す
る
義
理
は
な
い
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
考
へ
て
來
る

　
な
ら
ば
．
美
學
が
心
理
學
か
否
か
の
問
題
は
、
心
理
學
と
は
意
識
の
學
か
若
し
く
は
貞
然
と
匿

　
劉
せ
ら
れ
π
心
理
の
學
か
i
此
駆
れ
を
心
理
學
の
本
義
と
見
微
す
べ
き
か
に
從
っ
て
登

　
く
相
背
反
す
る
二
様
の
解
答
を
夫
々
當
然
と
し
て
受
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヒ
，
と
が
明

　
か
で
あ
ら
う
。
而
し
て
フ
オ
ル
ケ
ル
｝
の
主
張
が
此
二
様
の
心
理
學
魏
の
混
同
の
上
に
立

　
つ
て
居
る
乙
と
軸
側
か
で
あ
ら
う
。
…
一
此
手
様
の
心
理
郵
亭
の
埋
れ
が
正
當
て
あ
る
か
、

　
又
此
薄
様
の
心
理
學
が
夫
や
如
侮
に
研
究
の
上
に
於
て
夫
れ
自
身
の
正
當
な
る
領
域
を
有

　
す
る
か
、
下
等
の
織
に
就
て
は
、
吾
々
は
今
此
所
爵
何
等
の
論
述
を
試
み
よ
う
と
す
る
め
で
は

　
な
い
。
唯
此
二
檬
の
心
理
學
が
あ
る
之
と
、
心
理
學
に
就
て
此
二
様
の
見
方
が
あ
づ
得
る
こ

　
と
を
明
か
に
し
て
．
而
し
て
此
二
様
の
見
方
を
混
同
す
る
こ
と
の
誤
謬
を
指
摘
し
た
丈
け
で

　
あ
る
。
然
し
少
く
と
竜
心
理
學
が
（
其
封
象
の
上
に
於
て
）
所
謂
客
槻
的
現
象
の
學
殊
に
自
然

　
・
の
學
か
ら
蔑
覆
せ
ら
れ
、
幸
し
て
夫
故
に
（
其
方
法
の
上
に
於
て
）
自
然
科
學
的
ー
ハ
f
マ
ン

　
の
語
を
借
る
て
云
へ
ば
、
経
界
的
反
鷹
學
的
i
i
に
研
究
せ
ら
る
＼
．
學
で
あ
る
と
見
倣
さ
る

　
る
限
ウ
、
心
理
學
は
美
學
を
包
容
す
る
之
と
の
出
來
な
い
所
以
は
明
瞭
で
あ
ら
う
。

ゆ
モ
ィ
マ
ン
の
論
文
に
至
っ
て
は
、
其
申
に
現
は
れ
て
居
る
多
く
の
矛
盾
と
混
翫
と
は
、
今
一
々

　
　
　
葵
學
の
藩
礎
、
に
款
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
一
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哲
學
研
究
　

第
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
一

指
摘
す
る
必
要
も
な
い
位
に
三
人
の
眼
に
竜
明
か
だ
と
思
は
れ
る
。
注
意
す
べ
き
主
要
な

る
事
柄
は
、
モ
イ
マ
ン
が
心
理
二
八
美
學
の
難
織
と
し
て
摘
罰
す
る
所
の
竜
の
は
、
心
理
的
過

程
の
學
と
し
て
の
心
理
學
、
而
か
竜
所
謂
内
省
法
の
み
に
依
る
個
人
心
理
學
に
焦
す
る
も
の

で
あ
る
と
云
ふ
黙
、
及
び
屯
イ
マ
ン
禽
身
が
實
は
や
は
う
心
理
學
的
美
學
を
主
張
す
る
者
に

外
な
ら
纐
と
云
ふ
織
此
二
つ
で
あ
る
。
心
理
學
的
研
究
法
に
漏
し
て
、
趨
れ
と
同
等
の
地
位

を
美
學
に
占
む
べ
き
も
の
と
モ
イ
マ
ン
が
主
張
す
る
客
概
的
研
究
法
の
必
要
は
何
人
竜
之

れ
を
承
認
す
る
で
あ
ら
う
。
所
謂
心
理
的
過
程
の
砺
か
込
個
人
的
内
省
法
の
み
に
基
け
る

研
究
が
美
的
態
度
の
特
性
を
規
定
し
得
な
い
と
云
ふ
乙
と
、
寧
ろ
逆
に
此
特
性
を
假
諭
し
前

提
し
て
始
あ
て
斯
か
る
研
究
が
可
能
な
る
こ
と
は
云
ふ
泡
竜
な
い
。
夫
故
に
心
理
學
的
美

學
は
三
島
の
全
部
で
あ
り
得
ず
、
モ
イ
マ
ン
の
云
ふ
如
く
、
明
か
に
其
限
界
が
劃
せ
ら
れ
得
る

で
あ
ら
5
。
然
し
な
が
ら
認
れ
と
同
時
に
モ
イ
マ
ン
の
意
味
し
て
居
る
客
概
言
研
究
法
竜

亦
決
し
て
央
の
み
で
は
、
美
的
態
度
の
特
性
を
規
定
す
る
カ
を
持
っ
て
居
ら
な
い
。
加
之
彼

の
所
謂
客
観
的
研
究
と
心
理
學
的
研
究
と
の
鼻
面
を
併
せ
π
所
で
、
諮
れ
で
竜
欝
美
的
態
度

の
特
性
は
規
定
し
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
此
刷
見
奇
妙
な
る
結
論
ば
、
モ
イ
マ
ン
が
客
観

的
研
究
法
と
主
魏
的
研
究
法
と
を
同
等
の
地
位
を
有
す
る
封
等
な
る
研
究
法
国
。
。
乙
三
Φ
器
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ほ
Φ
鍾
。
諭
ロ
と
見
倣
す
こ
と
か
ら
當
然
に
断
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
↓

若
し
モ
イ
マ
ン
の
論
ず
る
（
而
し
て
正
意
に
論
ず
る
）
如
く
に
、
心
理
學
的
研
究
に
は
特
に
美
學

的
な
る
見
地
伽
霞
。
。
需
N
…
勢
畠
鉾
＄
夢
①
酢
剛
ω
畠
Φ
O
Φ
ω
乙
熱
電
嘗
胆
が
無
く
、
而
し
て
若
し
此
『
特
に
此
前
的

な
る
見
地
』
が
客
面
的
研
究
法
に
依
少
て
始
め
て
與
へ
ち
る
㌧
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
青
魚
的
研

究
法
は
決
し
て
心
理
學
的
研
究
法
と
相
補
ふ
所
の
封
等
的
次
る
竜
の
で
な
く
し
て
寧
ろ
客

心
的
研
究
法
が
郎
ち
美
學
的
研
究
法
（
特
に
美
學
的
な
る
若
し
く
は
唯
一
の
美
學
的
な
る
研

究
法
）
だ
と
云
ふ
べ
き
筈
，
で
あ
る
。
之
れ
に
反
し
て
、
若
し
客
観
的
研
究
法
も
亦
、
心
理
學
的
研

究
法
と
同
等
な
る
地
位
を
美
學
に
占
．
む
る
竜
の
（
占
む
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
）
で
あ
る
な
ら
ば
、

『
特
に
美
學
的
な
る
見
地
』
は
、
客
観
的
研
究
法
に
依
っ
て
も
、
心
理
學
的
研
究
法
に
依
つ
℃
と
同

様
に
、
輿
へ
ら
れ
得
な
い
筈
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
此
爾
面
の
研
究
法
以
外
若
し
く
は
盤
根

祇
に
『
特
に
美
學
的
な
る
見
地
』
を
與
へ
る
所
の
第
三
者
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

吾
軌
は
モ
イ
マ
ン
の
論
ず
る
如
く
に
、
心
理
露
霜
美
學
の
隈
界
を
承
認
す
る
．
と
共
に
彼
の
所

謂
客
観
的
研
究
法
の
必
要
を
竜
認
め
る
。
然
し
『
特
に
美
學
的
な
る
見
地
』
は
何
に
依
豊
て
興

へ
ら
る
る
か
の
問
題
は
之
れ
に
依
っ
て
解
決
せ
ら
れ
毅
ど
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
血
な
い
の

で
あ
る
。
漏
し
て
モ
イ
マ
ン
の
此
黙
に
面
す
る
見
解
を
槍
玉
し
力
結
果
、
（
彼
が
ヨ
ナ
ス
・
コ
置

　
　
姜
學
の
墓
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
蕊
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哲
學
研
究
　
策
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
ン
の
所
謂
霧
隠
學
と
し
て
の
美
學
に
罫
し
て
自
製
を
匿
別
し
て
居
る
個
慮
に
明
瞭
で
あ
る

　
如
く
、
、
吾
々
は
彼
が
畢
覧
は
心
理
學
的
美
事
を
主
張
す
る
者
な
る
之
と
を
薮
駁
す
る
の
で
あ

　
る
。
　
モ
イ
マ
ン
は
云
2
声
、

　
　
　
回
○
ご
謬
O
財
筐
Φ
匪
Φ
冠
貿
Φ
冠
≧
｝
層
・
山
〔
あ
憩
簿
鎖
O
げ
飾
凶
Φ
訟
O
弓
（
創
①
同
二
陰
娼
①
臥
節
砿
O
財
や
O
ψ
菖
）
①
自
の
◎
げ
Φ
Ω
Φ
ψ
陣
0
7
富
愚
臣
ゆ
犀
酔
）
｛
澤
ぎ
訂
富
月

　
　
　
9

　
ピ
回
巳
㊦
Φ
哩
己
p
叶
婦
Φ
貯
昭
o
D
関
鍵
｝
O
｝
O
α
q
置
O
財
津
．
ざ
こ
げ
毒
O
冠
島
Φ
財
団
昌
9
憩
色
里
蔑
む
o
o
α
σ
c
劇
富
日
．
ヨ
H
幽
憩
O
げ
｝
①
巳
急
O
厚
Q
Φ
ω
◎
ゴ
彦
欝
O
ぼ
暫
出
騰

　
φ
匿
霧
隻
妥
窪
営
魯
ご
）
購
畠
。
｝
。
σ
Q
ぎ
｝
諺
穿
ざ
ご
興
亜
⇔
び
①
巨
善
Ψ
集
暮
露
譲
。
Q
鐘
。
匿
巷
諺
ぼ
ρ
胆
亀
曇

　
ゴ
、
C
じ
ゅ
旨
渉
2
峯
聾
O
匿
『
ノ
＜
O
詳
O
釦
○
厚
2
0
ヒ
彦
び
O
菖
勲
◎
げ
δ
ダ
O
｝
已
①
自
δ
く
O
同
窺
嵩
④
0
9
ゆ
｝
δ
謬
伽
Φ
℃
ε
悔
O
ぴ
O
δ
σ
Q
ヨ
O
げ
O

　
φ
導
。
議
ま
自
注
σ
Q
起
巳
。
一
瞥
巳
｝
轟
び
①
。
。
江
げ
器
量
づ
、
Φ
藁
睾
謬
9
器
ジ
蓄
昌
瀞
一
す
2
。
毒
霞
毒
鳥
均
。
暮
。

　
鋸
じ
彰
圃
算
9
ご
夢
網
醐
挿
幽
℃
嵐
鑓
魑
臨
空
・
｝
Φ
ご
酔
づ
、
①
国
、
急
O
導
爆
難
。
陸
ロ
Φ
じ
u
錯
じ
篇
娼
む
噂
）
・
O
財
O
｝
O
σ
q
置
O
げ
Φ
臼
師
瓢
弓
Ω
ジ
O
国
Φ
臣
◎
o
一
⇔
P
自
ざ
巳
加

　
砿
0
8
｝
δ
鉾
麟
O
げ
凶
鐸
鎌
㊦
切
妻
O
ピ
蝕
O
団
鳥
Φ
弩
喝
ε
・
O
一
｝
臼
○
σ
q
剛
ω
O
ゴ
Φ
口
d
昌
負
増
歯
O
賊
囲
①
目
伽
O
吋
竪
憩
網
O
じ
9
σ
q
O
謬
O
臨
敬
O
『
①
鎧
d
ロ
ε
字

　
o
c
舞
O
剛
ヨ
ご
σ
Q
輪
巳
δ
F
（
ゆ
8
0
二
二
＝
｝
♪
傘
巴
Φ
冨
R
Φ
鐸
島
O
屈
同
涜
聖
O
圃
5
δ
o
q
謎
O
｝
h
O
謬
》
Φ
o
o
臨
｝
①
獣
r
己
Q
。
同
麟
G
O
）

ラ
ニ
ジ
ッ
プ
ス
の
考
へ
て
居
る
心
理
學
が
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
黙
れ
と
異
な
ウ
．
叉
モ
イ
マ
ン
が
其

r
＼　
限
界
を
劃
定
せ
ん
と
し
カ
’
5
理
、
學
と
も
異
な
る
之
と
は
、
今
改
め
て
云
ふ
迄
も
な
い
。
從
つ

　
て
ハ
互
マ
ン
が
心
理
學
難
読
明
の
一
つ
と
し
て
威
齋
移
入
を
翼
然
不
十
分
だ
と
論
じ
て
居

　
る
織
に
断
て
は
、
心
理
學
的
野
明
が
不
十
分
な
る
乙
と
を
承
認
し
つ
＼
而
か
も
鳳
情
移
入
説

＼

篭



3V｝

が
不
十
分
で
な
い
と
考
へ
る
乏
は
出
出
る
。
吾
々
は
寧
ろ
ハ
τ
マ
ン
が
（
後
節
叙
述
す
る
如

く
に
）
威
畳
的
内
容
の
共
宿
の
意
味
翼
α
Q
曾
σ
Φ
智
寡
零
溶
溶
回
酔
伽
霧
ぞ
慈
筐
毒
σ
Q
ω
芭
易
詳
Φ
。
・
と
呼
ぶ
所
の

竜
の
は
．
主
要
な
る
織
に
於
て
、
リ
ツ
プ
ス
の
感
情
移
入
の
考
と
趣
を
同
じ
く
す
る
竜
の
で
あ

る
と
考
へ
る
。
尤
も
輔
方
に
於
て
は
、
美
的
威
惰
移
入
を
一
般
的
威
情
移
入
か
ら
如
何
に
し

て
麩
刎
す
る
、
か
の
問
題
は
重
要
な
る
問
題
で
あ
っ
て
、
實
は
此
如
何
に
匿
刎
す
る
か
の
理
由

如
何
に
依
っ
て
威
情
移
入
の
正
潤
二
様
の
概
念
が
認
れ
正
當
な
る
威
望
移
入
読
と
俗
解
ぜ

ら
れ
た
る
膨
れ
と
の
刎
が
生
ず
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
其
問
題
は
恰

竜
ハ
｝
マ
ン
鷺
ら
の
考
に
就
て
竜
、
所
謂
威
畳
的
内
容
の
其
欝
の
意
思
と
依
地
的
意
味
と
の

嘔
別
及
竪
琴
は
如
何
若
し
く
は
一
般
に
如
何
に
し
て
又
何
故
に
種
々
な
る
意
殊
の
領
域
が

あ
る
か
と
云
ふ
問
題
乏
し
て
、
根
本
的
問
題
の
扁
、
と
な
る
の
で
あ
る
。
願
下
に
ハ
君
マ
ン
の

此
非
難
に
封
し
て
は
、
バ
ー
、
マ
ン
憂
身
が
如
何
に
彼
意
解
の
領
域
を
（
彼
の
所
謂
認
識
論
的
及

び
現
象
學
酌
に
）
根
概
付
け
る
か
を
反
問
す
る
の
が
群
論
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
其
に
依
っ

て
彼
の
非
難
は
始
あ
て
論
議
に
上
ぼ
さ
る
べ
き
十
分
の
理
由
を
具
備
す
る
≧
と
＼
な
る
か

ら
で
あ
る
。
夫
れ
迄
は
ハ
｝
マ
ン
の
解
す
る
懇
情
移
入
は
正
當
に
（
殊
に
リ
ツ
プ
ス
に
依
っ

て
）
意
味
さ
る
㌦
威
情
移
入
で
は
な
い
と
云
ふ
麦
け
に
止
め
て
置
い
て
差
支
な
い
。
若
し
ハ

　
　
美
學
の
慕
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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折
口
　
鳳
Ψ
　
研
　
　
究
　
　
　
第
「
†
　
二
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
山
ハ

｝
マ
ン
が
威
容
移
入
を
以
て
、
或
叢
叢
的
内
容
を
客
観
的
形
式
に
附
点
し
注
入
す
る
竜
の
と

解
し
て
居
る
な
ら
ば
、
（
而
し
て
美
的
威
情
移
入
を
他
の
暴
悪
移
入
か
ら
匠
面
す
る
特
徴
を
彼

が
要
求
し
て
居
る
の
は
、
邸
ち
斯
く
解
し
て
居
る
謹
擦
で
は
な
い
か
）
其
誤
解
π
る
乙
と
は
、
恰

も
ハ
婁
マ
ン
の
所
謂
威
量
的
内
鼠
の
其
臼
の
灘
南
を
以
て
、
客
観
的
形
式
共
物
が
客
観
的
な

る
も
の
と
し
て
有
す
る
意
味
と
見
食
す
者
の
隔
る
と
同
じ
誤
解
だ
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

省
詳
し
く
・
云
へ
ば
、
ハ
言
マ
ン
が
威
情
移
入
に
封
し
て
、
そ
は
或
主
観
的
内
宴
を
客
観
的
形
式

に
附
與
す
る
乙
と
な
る
が
故
に
、
夫
れ
丈
で
は
美
的
特
性
の
規
定
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と

評
し
て
居
る
の
は
、
甘
漬
ハ
ξ
マ
ソ
の
主
張
す
る
威
畳
的
内
国
其
自
の
意
味
に
封
し
て
、
そ
は

客
観
的
形
式
が
客
観
的
形
式
と
し
て
有
す
る
直
走
に
過
ぎ
ぎ
る
が
故
に
、
亙
れ
丈
け
で
は
美

的
特
性
の
規
定
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
非
難
す
る
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
共
に
誤
謬
π

る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
；

　
之
れ
を
要
す
る
に
、
吾
々
は
此
所
で
↓
方
に
於
て
は
、
ハ
蓼
マ
ン
の
論
ず
る
如
く
、
反
鷹
學
若

し
く
は
経
験
的
科
學
と
し
て
の
心
理
學
は
美
的
特
性
を
規
定
し
得
ぬ
ζ
と
を
承
認
し
、
他
方

に
於
て
は
、
ハ
｝
マ
ン
の
域
情
移
入
設
に
封
ず
る
非
難
の
数
力
は
、
訳
し
も
正
當
に
解
せ
ら
れ

た
威
情
移
入
読
に
は
屈
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
置
き
カ
い
と
思
つ
鬼
の
で
あ
る
。
而
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

て
上
に
述
べ
た
燐
か
ら
此
前
織
、
及
び
之
れ
に
俘
っ
て
一
心
題
画
は
反
磨
學
的
に
解
せ
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
外
出
他
の
見
ら
れ
方
が
あ
る
こ
と
及
び
二
反
懸
學
と
し
て
の
心
理
學
も
亦
云
ふ
迄
竜
な

く
自
ら
其
．
と
し
て
正
調
の
雨
露
と
意
義
と
を
有
し
、
美
學
の
面
分
内
に
於
て
も
、
其
樺
限
内
に

語
漏
る
問
、
や
は
参
正
當
な
る
存
在
の
構
利
を
持
っ
て
居
る
之
と
、
是
等
の
二
黙
竜
宮
明
瞭
に

な
つ
π
ら
う
と
思
は
れ
る
。

373

脳

　
上
述
の
如
く
美
的
な
る
竜
の
が
、
所
謂
脛
験
的
科
學
即
ち
叡
慮
學
が
規
定
す
る
意
味
の
諸
領
域

に
湿
し
な
い
之
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
然
ら
ば
美
的
な
る
竜
の
は
、
是
等
の
意
味
と
は
全
く
異
な
つ

π
或
矧
の
意
昧
の
領
域
を
占
有
す
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夫
れ
は
何
で
あ
る
か
。
　
ハ

3
マ
ン
は
次
の
如
く
に
論
を
進
め
る
。

　
美
的
な
る
竜
の
と
は
、
恐
ら
く
は
、
一
つ
の
特
殊
な
・
る
意
味
の
領
域
Φ
貯
ぴ
霧
。
巳
霞
霧
Ω
・
Φ
σ
糞
く
B
属
飛

鳥
①
勝
目
σ
Q
Φ
コ
な
の
で
は
な
い
か
。
恰
竜
自
然
科
學
留
意
昧
に
依
っ
て
、
『
與
へ
ら
れ
π
る
竜
の
』
が
自
然

科
學
的
鍋
象
と
な
る
様
に
、
美
的
意
昧
．
と
も
云
ふ
べ
き
竜
の
に
依
っ
て
、
吾
々
の
経
験
す
る
所
の
竜

の
が
始
め
て
美
酌
罫
象
性
を
有
し
來
る
の
で
あ
る
と
考
ふ
べ
き
で
は
な
い
か
。
　
而
し
て
『
與
へ
ら

　
　
　
　
葵
學
の
墓
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
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哲
學
研
究
　

第
・
†
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
一
一
八

れ
π
る
竜
の
』
は
、
夫
々
の
意
昧
の
領
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
に
從
っ
て
、
或
は
物
と
意
昧
附
け
ら
れ

或
は
疾
病
或
は
溢
徳
的
行
爲
若
し
く
は
信
念
と
意
味
附
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
美
的
に
捕
捉
さ

れ
或
は
美
的
に
意
味
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
量
る
場
合
に
ほ
、
夫
等
の
意
味
か
ら
全
く
離
れ
π
一
つ

の
特
殊
な
る
意
味
の
領
域
に
厩
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
ふ
べ
き
で
は
な
い
か
。
さ
う
尋
ね
て
而

し
て
此
問
題
を
現
象
學
的
に
考
察
し
て
行
く
な
ら
ば
、
豊
馬
所
で
始
め
て
吾
々
は
美
的
な
る
も
の
㌧

一
種
特
有
な
る
性
質
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
留
る
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
直
接
所
定
が
、
如
何
に
し
て
諸
種
の
意
味
の
領
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
か
を
考
へ
て
見
る
な
ら

ば
換
言
す
れ
ば
、
直
接
に
與
へ
ら
れ
カ
る
竜
の
帥
ち
威
畳
内
容
名
画
善
①
｝
導
諺
σ
q
ω
営
ご
巳
げ
と
夫
れ
に
結

轟
び
附
く
所
の
内
容
凶
｝
暑
門
。
西
。
鑓
①
H
巳
急
ぴ
①
と
の
關
係
を
現
象
學
的
に
槍
撮
し
て
見
る
な
ら
ば
、
其
意
昧

即
ち
内
容
な
る
竜
の
は
、
総
て
の
甥
象
的
威
畳
の
揚
合
に
於
て
は
、
常
に
威
畳
に
績
い
て
診
た
る
所

の
竜
の
、
而
し
て
威
畳
は
軍
に
奨
記
號
旋
る
に
過
ぎ
毅
所
の
も
の
、
に
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
て
居
る

乙
と
を
魚
見
す
る
。
威
畳
に
強
い
て
起
る
所
の
竜
の
而
し
て
威
豊
が
輩
に
其
記
號
π
る
に
過
ぎ

ぬ
所
の
竜
の
と
は
、
或
揚
合
に
は
、
帥
時
に
起
る
動
作
だ
る
こ
と
竜
あ
る
。
例
へ
ば
其
物
を
撰
か
む

こ
と
或
は
手
放
す
之
と
か
、
或
は
塞
聞
に
於
け
る
一
つ
の
起
動
と
か
、
轡
療
的
援
助
と
か
、
或
は
道
徳

的
考
察
で
あ
る
こ
と
竜
あ
る
。
叉
或
揚
合
に
は
輩
に
言
語
を
以
て
云
ひ
現
は
さ
れ
得
る
到
断
だ
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る
こ
と
竜
あ
る
。
否
寧
ろ
恐
ら
く
は
総
て
の
揚
合
に
総
て
戴
畳
に
績
い
て
起
る
所
の
も
の
は
、
常

に
兎
も
角
も
、
噌
つ
の
鋼
断
で
あ
る
と
見
る
と
が
蹟
蘂
よ
う
。
　
“
っ
の
威
畳
内
容
は
、
夫
々
に
、
総
て

の
鍔
象
的
置
畳
○
蕊
Φ
畠
算
・
簿
諺
㊦
げ
筥
自
σ
q
に
於
て
は
、
定
職
を
待
っ
て
始
め
て
一
ρ
の
意
殊
を
有
し
來

る
の
で
あ
う
、
戚
豊
内
容
其
自
ら
は
輩
に
此
鋼
線
の
悼
め
に
存
在
す
る
認
號
π
る
に
過
ぎ
な
い
所

の
も
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
漆
塗
内
容
が
、
夫
れ
に
届
い
て
起
る
所
の
南
面
に
封
ず
る
詑
號
だ
る

．
に
止
ま
る
と
云
ふ
事
實
一
換
言
す
れ
ば
威
畳
内
容
が
書
意
昧
を
其
自
身
以
外
の
他
の
も
の
に

置
い
て
居
る
と
云
ふ
事
實
を
．
吾
々
は
威
畳
内
容
の
依
他
的
意
味
周
お
営
象
①
智
無
主
α
Q
低
翼
名
駿
一
き
邑
毒
比
－

轟
ω
釣
虻
沖
＄
と
名
づ
け
る
。
斯
か
る
依
他
趣
意
昧
に
依
づ
、
而
し
て
概
念
の
助
を
借
う
る
こ
と
に
依

っ
て
、
始
め
て
、
唖
つ
の
威
畳
内
容
は
画
つ
の
自
然
科
學
的
、
倫
理
的
、
胤
會
的
、
乃
至
宗
敏
的
野
象
と
竜

な
ウ
、
或
は
裟
た
同
一
の
薄
畳
内
容
が
一
つ
の
封
象
の
種
々
な
る
性
質
と
込
な
る
の
で
あ
る
。
で

あ
る
か
ら
し
て
、
熱
心
的
意
味
の
諸
領
域
に
於
て
は
、
畢
覧
威
畳
内
容
其
者
の
特
性
は
何
等
の
意
義

も
無
い
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
如
何
な
る
威
畳
内
容
竜
共
自
ら
が
有
す
る
特

性
の
如
何
に
拘
は
ら
ず
し
て
、
或
一
つ
の
依
他
的
意
味
の
領
域
に
組
み
込
ま
れ
得
る
の
で
あ
る
。

同
じ
一
つ
の
域
壁
内
容
例
へ
ば
同
じ
↓
つ
の
色
が
客
親
的
面
訴
的
に
は
異
な
め
π
る
種
々
の
意

昧
を
有
し
得
る
事
實
、
及
び
謝
れ
と
は
泄
に
、
威
畳
と
し
て
は
異
種
類
な
る
竜
の
が
直
れ
に
竜
拘
は

　
　
　
　
癸
墨
の
墓
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
卑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
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哲
學
研
究
　
第
十
二
號
　
　
　
、
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
〇

ら
ず
同
じ
一
つ
の
蟄
象
の
記
號
と
な
り
．
同
じ
一
つ
の
竜
の
を
意
味
し
得
る
事
實
（
例
へ
ば
諸
方
か

ら
見
力
姿
は
異
な
る
に
拘
は
ら
ず
同
一
の
樹
を
意
味
す
る
が
如
き
、
聴
畳
や
耳
茸
や
燭
豊
が
同
じ

一
つ
の
物
膿
の
浬
勤
を
意
昧
す
る
如
き
）
は
、
明
か
に
依
他
的
意
昧
の
領
域
が
全
然
聯
弾
内
容
其
自

ら
の
持
っ
て
居
る
特
性
と
關
係
無
き
こ
と
を
示
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。

　
然
し
な
が
ら
夫
れ
と
同
時
に
、
威
畳
内
容
は
喫
し
竜
常
に
依
他
的
意
気
の
記
號
と
し
て
の
み
意

味
を
有
す
る
ば
か
う
で
は
な
く
、
七
五
内
容
が
威
畳
内
容
と
し
て
意
味
を
有
し
來
る
芝
の
あ
る
事

解
は
観
過
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
例
へ
ば
吾
々
が
．
或
形
を
見
勝
暑
を
聞
い
て
之
れ
に
沈
潜
し
、

吾
々
の
注
意
を
至
く
其
形
其
吾
に
向
け
、
そ
し
て
其
．
所
淀
威
ぜ
ら
る
㌧
快
若
し
く
は
不
快
に
身
を

任
か
せ
る
揚
合
の
如
き
、
或
は
又
依
他
的
意
味
の
上
か
ら
云
へ
ば
同
一
で
あ
蚕
優
劣
竜
な
く
匿
甥

竜
せ
ら
れ
綴
所
の
諸
種
の
威
畳
内
容
を
、
戚
畳
内
容
（
例
へ
ば
、
観
墨
聴
畳
叉
は
鯛
畳
の
形
像
）
と
し
て

駆
れ
を
雇
浮
し
且
つ
其
一
を
他
よ
ウ
竜
好
事
し
と
す
る
揚
合
、
是
等
の
鴬
合
の
如
き
は
即
ち
威
畳

内
容
が
其
依
他
撃
壌
昧
に
基
い
て
順
序
附
け
ら
れ
る
の
で
な
く
し
て
、
共
禽
ら
の
蝉
茸
に
於
て
認

め
ら
る
＼
の
で
あ
る
。
之
に
於
て
吾
々
は
（
是
等
の
事
實
を
否
定
し
得
ぎ
る
以
上
）
如
何
な
る
條
件

の
下
に
、
域
畳
内
容
は
其
自
ら
の
意
味
を
有
し
選
る
の
で
あ
る
か
。
如
何
な
る
埋
合
に
威
畳
内
容

は
他
の
目
的
の
爲
あ
で
な
く
、
其
自
ら
が
目
的
と
な
る
の
で
あ
る
か
と
い
ム
問
題
、
即
ち
威
畳
内
容
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の
其
爵
ら
の
意
瞭
藁
鵯
影
鑑
①
勲
言
σ
q
働
匿
，
毒
魯
巳
旨
9
σ
Q
ω
一
嘗
葺
Φ
。
・
に
就
て
の
認
識
論
纂
の
問
題
に
逢
着

せ
、
ぎ
、
る
，
を
得
獅
い
。
而
し
て
吾
々
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
此
闘
題
を
取
扱
ふ
所
の
學
が
即
ち
美
學

で
あ
る
ρ
美
的
ど
は
其
自
ら
の
意
昧
を
有
し
盛
れ
る
威
畳
内
容
一
即
ち
或
依
他
的
意
味
に
瀾

係
し
て
客
観
化
せ
ら
れ
た
の
で
凍
く
概
念
的
に
統
叫
せ
ら
れ
カ
の
で
な
く
し
て
、
（
自
然
の
勤
象
と

し
て
璽
な
く
ご
つ
の
形
像
に
統
一
せ
ら
れ
、
而
し
て
意
味
あ
る
も
の
と
な
つ
だ
所
の
感
畳
内
容
に

外
な
ら
な
い
。
診
。
・
夢
Φ
蕃
9
び
践
Φ
客
。
。
瀞
箒
蓉
Φ
災
民
急
毎
Φ
｝
題
琶
σ
Q
訟
一
嘗
L
F
、
伽
⑩
口
裂
。
露
貯
切
Φ
馨
｝
旨
b
σ
q
蟹
Φ
貯
霧

汐
舞
び
ゆ
山
Φ
蛋
g
σ
q
・
三
Φ
犀
酔
三
Φ
器
量
惚
け
菖
；
。
q
・
瓢
審
p
し
●
｝
】
∂
び
軽
剛
窪
。
｝
・
ノ
．
軽
量
讐
匿
さ
三
乙
馳
ω
・
ご
量
巳
塁
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遭
ぐ

砦
Φ
営
Φ
ぎ
O
Φ
瓢
藁
①
（
爵
ロ
e
梓
隻
Φ
9
。
・
O
⑩
σ
Q
㊦
ロ
馨
き
島
＄
飾
①
婦
賭
客
亭
）
ぐ
霞
①
陣
昌
〇
三
川
〇
一
害
き
釦
ぴ
巴
①
暮
雲
σ
Q
ω
＜
o
に
三
一
乙
・
b
①
。
・
－

停
Φ
蹴
ω
o
岡
二
馨
瓢
2
㊦
面
曾
島
φ
山
曾
5
夢
巨
Φ
宅
巴
三
昌
㊦
げ
日
離
日
σ
Q
o
Q
窪
財
a
鉾
（
己
Q
’
濤
c
O
）

　
斯
く
考
へ
て
來
る
な
ら
ば
、
吾
々
の
総
て
の
概
念
構
成
及
認
識
の
範
團
に
於
て
は
直
覧
は
軍
に

概
念
的
に
構
成
せ
ら
れ
π
る
竜
の
㌧
記
號
歴
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
其
意
味
は

威
畳
其
物
以
外
に
在
る
所
の
目
的
苦
し
く
は
行
爲
に
依
っ
て
與
へ
ら
れ
る
の
に
反
し
、
美
的
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

竜
の
＼
領
域
に
煽
て
は
、
威
畳
は
其
自
ら
意
昧
を
有
す
る
、
若
し
く
は
其
自
ら
が
目
的
な
の
で
あ
る

と
云
へ
や
う
。
然
し
此
際
吾
々
の
観
過
し
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
織
は
、
威
無
内
容
が
其
自
ら
意

味
を
有
す
る
と
云
ふ
ε
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
法
面
や
聴
豊
や
鯛
畳
の
形
像
其
者
が
其
自
ら
の
意
味

　
　
　
　
美
墨
・
の
塞
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
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網
を
有
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
て
、
是
等
の
威
畳
に
依
っ
て
其
儘
、
與
へ
ら
れ
る
か
の
如
く
愚
は
れ

　
て
居
る
所
の
（
而
し
て
實
は
吾
や
が
威
畳
か
ら
超
越
し
て
、
推
論
し
到
卸
し
疫
結
果
始
め
て
出
二
上

　
る
の
で
あ
る
所
の
）
墾
象
に
着
て
、
直
れ
が
其
膚
ら
の
意
味
を
有
す
る
と
云
ふ
乙
と
で
獣
な
い
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ぷ
黙
で
あ
る
。
例
へ
ば
鹿
の
疾
走
す
る
姿
の
美
し
さ
を
戴
ず
る
時
、
其
美
し
さ
と
は
即
ち
域
畳
内

　
容
が
恵
良
ら
の
意
味
を
有
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
虚
誕
合
に
吾
々
が
乱
れ
を

　
鹿
の
美
し
さ
と
云
ふ
の
は
．
概
念
的
客
観
的
封
象
的
に
意
要
す
る
所
の
鹿
が
其
自
ら
の
意
味
を
有

－
す
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
吾
々
の
指
し
て
美
し
い
と
云
ふ
所
の
竜
の
は
、
鹿
と
云
ム
心
象
で
は

　
な
く
し
て
、
評
語
に
現
に
在
る
所
の
域
畳
内
容
で
あ
る
。
既
威
畳
内
容
が
鹿
と
呼
ば
る
、
封
象
の

　
一
つ
の
現
は
れ
で
あ
る
か
否
か
は
吾
々
の
知
る
を
要
し
な
い
事
柄
で
あ
る
。
吾
々
の
見
る
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ゆ
ろ
し

　
竜
の
は
鹿
で
は
な
く
し
て
、
云
は
団
一
つ
の
幻
で
あ
る
。
唯
此
幻
が
自
然
科
膨
面
二
面
の
立
揚
か

　
「
ら
解
評
せ
ら
る
＼
時
鹿
と
呼
ば
る
＼
竜
の
に
關
律
せ
し
め
ら
れ
る
と
云
ぷ
に
過
ぎ
な
い
。
央
故

　
に
美
的
に
見
ら
る
＼
揚
合
、
其
良
ら
の
点
心
を
有
す
と
吾
々
が
云
ふ
所
の
も
の
は
感
畳
内
容
其
物

　
で
あ
っ
て
、
醤
油
で
は
な
い
。
封
象
其
自
ら
の
有
す
る
意
味
と
は
邸
ち
其
物
の
有
す
る
個
性
云
は

　
ば
其
人
格
で
あ
っ
て
、
そ
は
、
戴
畳
内
容
を
物
心
的
野
象
と
し
て
意
味
附
け
た
結
果
、
．
即
ち
依
他
的
意

　
味
に
基
い
て
晦
れ
を
解
遠
し
禿
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
而
し
て
封
象
の
個
性
若
し
く
は
人
格
と



し
て
、
そ
は
倫
理
的
意
味
の
頒
域
に
厩
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

、

正
誤
　
前
回
（
本
誌
幽
月
面
）
掲
載
の

　
と
あ
る
を
削
除
す

㎜
の
下
に
設
け
陀
見
出
し
『
反
回
學
と
純
牢
記
遽
撃
』
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